
日本脳炎ウイルス弱毒変異（S－）殊  

に・よる．豚の感染防禦把ついて（1）  

羽 生 華 中島緩三 島田直音  

菅原兼太郎 藤崎犀次郎 弊  

1．はじめ把  

東京都は1000万な越える膨大な人口セようし、首都の機能として、各種の催しが開かれ、  

内外人の集る機会が多く、」・他府県よりの通勤、通学人口も100万把．及んでいる現状である。  

このような社会環境のなかで、都の日表脳炎（以下日胞と略す）患者発生掛ま43年を除けは  

30－64人把およんでおり、人の日胞の特徴として、致命賽も22．9～43．8％と高く、治  

癒居着も、脳障寄等の後遺症か残り、いまわしい疾病ということができる。   

人の日蝕の予防対策としては、日崩予防接種の励行、媒介こん虫の駆除などか考えられる。  

は 
21  
こ欣が日ぬウイルスの伝諸サイニクル把おける増幅働物として、重要な役  またSehorer  

刺な演じている。とせ搾乳ており、今巌、ブターカーヒトという日脳伝播サイク′レの存在  
を示唆Lヤ。そこで人の目悩■の予愕芹対策として、脱のウイルス血症を予防Lて、有轟蛇の道幅  

4）  
な防ぐことが、公衆術極上目脳の感染漁対策としく忍要な課腰となりう呑可能件がでゝきた。  

すなわち、弾2粛貰営忙おけも公衆繍壁上の畜産公彰として、予防対策を／仁てることが、行政上  

の研究課拗となつ七。  

一方粛の欣飼繋状況ほ虜2乗のとおりで、豚飼巻顔数は約70．800－90．000頭で、肉  

豚出荷纂汝はその約2．5倍となっているから、常時70－000′－90・000頭が飼育されてい  

るものと考えられる。このような新しい行政需要の解決策として、豚の日賦ウイルス血症な予  

防して、ブターカーヒトの伝強サイクルを遮断して、それによぅ1：ヒトへの感染を少くするた   

め妃（感染源対兼）、豚用日脳生ワクチンを目的として、開発された、農林省家簡試の日胞ウ  

イルス弱毒変異（S－）株の麻紀おける抗体童堂竺三と感染防禦を調べるため忙、生後5カ月から  

8カ月合の無抗体の豚な用いて、爽験を行ったので、その成績の概凄を報告する。  

坪庭林省家畜衛生試験場研究宗一包部ウイルス第2室長  

－＝い 7－   



賽 1   都の日収患者発生状況．   

196 4  19 6 5  19 6 6  19 6 7  19 6 8   王 将和39  4 0  4l  4 2  4 3   

患  者  数   6‘l   3 0   3 2   4 3   1   

羅  患  率   0．6   0．3   0．3   0．4   0．0   

死  者  数   2 R   8   8   15   0   

致  命  率   4 3．8   2 声．8   2 2．9   3 ヰ．9   ．0   

（離村生周防疫課）  

茨  2  看じの味飼育示教及び肉蕨出荷承数  

年  鑑  鳩刺I3 9   4 0   41   4 2   4 3   

頗  総  数   68．360  79．430  91．190  87．10（〉  89．300   

6ケ月以上  
数   繁殖周めす   5．9zO   5．790   6．410   6．000   6．600   

肉 豚出荷頭凍   1／18．256  188．600  23軋40l  267，663  271．636   

飼育頭数は東京泉林水座統制年報  

出荷額嶽 都塵林頭；畜虎視調べ  

2．材料と方法  

（1）供試腰；当域て生産飼育旧の米越夏豚で伏のと〕古りである。  

衷  3  供 試頗  

試鹸l芝分  感辟・専  p□  穣  性別 生年月日  武威区分  豚番号  品 種  ェ別蓮拝月日   

生ワクチ／  ．タ 43・12▲19  ‡生ワクチン  タ4312■23  

11訃凌確   【2断案柚  

】5過後購   

2趣＝変種   

無処濃対照  HG6  ヨークシヤー  ガ 43・12・19  l  
】  



（2）ウイルス価測定とウイルス血症証明  

生ワクチンS一味のウイルス噸測冠は廠腎沃化細胞 柑SK）を用い、30℃培肇で行な  

つナニ。  

攻撃に用いた野外新顔分嬢（AS－6）株のウイルス価の測定は、E8Kまたほ、3週マ   

ウス勤内接穫法化より行なった。  

ウイルス血症の証明ほ．へ8－6轢で攻紫媛隼横7E】閤毎日採血して、そのへパ＝ノン血欺  

き過マウス把は0．03m且、哺乳マウスにほ0，027方、侃繭内接種して、14日間観窮して行  

なった。  

（3）抗体価の測定、供式嫁の前大沢より、過1固j菜決し、血清七分離して、－20・c托保存し   

血球疑集抑軌（けⅠ）抗体及び中和抗体な調べた。HI抗体は英検中山礫な抗原として、ア   
5 

小ン脚血清せ用いる予研法より測乱、由和代体順境由山珠七倍用Lて、粗胎児   

細胞を用いて、50痴ブラック域少法により剛健した。  

川体温 

（5）武郷引締 昭祁44年5月～7月のP胸療テ）柵貯行りた。  

さ、試験成績及び考察  

（1）日太胞炎ウ＝レス弱疇変異（S－）凍（以■F生♭クキン）柑捷裡によろ抗体窪生と感染   

防雛試親。．  

この試摘は生ワクチン17乃・止を1回耳根創皮下に接種した後3週目と7過日に、野外新鮮   

如経（ノIS－6）廃な皮下忙攻葉凄盛して、ウイルス血症阻止の効果を調べたものであろ。  

糾ぎされた生ワクチ／のウイルス価はIO7・0で（ユⅠ恥 で、攻撃ウイルス競ほl抽5  
T〔】ID50  

であったd ウイルス血症出現の有無、湘凰及び洗験期間由の抗体価の哨励ま、求4、詔1、   

32のとおりであろ。  

菜 4  日血生ワクチ／l回凄絶彼の感主毅防禦  

生ワクチン  野外侠  ウ イ ル ス 血症 出・塊  
群  

攻 鱒 儀 日 二敢  
（S一株）葦碓  （人S6）攻寒  

2  3  ・1   5  6  7   

1回  3週後  
軸．1   SU17J通  一弾  

SUlT7通  

ロ  
（1078 

mID50）  （LO4・5TUI呈）50）  

7 遠 後   ＋   ＋  ＋  ・十  

】  
血2   

同  上  ＋  ＋  ＋  

氷上は3週マッス、下は哺乳マウスによりウイルス鼓E明   



』 1．  

（1）生ワクチン1回接種 3－7過後攻撃豚における体温の変化  

；＋・旗種後3週目攻撃 （N0．1）  

矩－－－¶  接種後7週日攻撃 （Mn2）  

、
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衰1のように生ワクチノ接種後3週巳▼に攻撃された馳．1の豚ではウイルス血症の出現が烏と  

められなか（たか、生ワクチ／農機後7週目托．攻撃された恥2の豚では4日間ウイルス血症の  

出現が㌻えとめられ皐。なお乗由のウイルス血症出現の有無な示した成掛ま、上が3週マウスで、  

下が哺乳与ウスにより、ウイルス証明なしたものである。   

図1の攻撃後の毎温上昇は、軌1の陳でlユみとめられなかづたが、ト！n2の殊でlま攻受検・グtr  

日比41℃、5日日忙40．2℃の上昇がふとめられた。  
■   

なお、同時k攻撃棲種された無処置対照牒トIn6でを1明らかな発熱か認められた。  

l  試験期間由の抗体価の消長は、図2のとおりである。上が軌1の豚で、下が軋2を示ヰ∵項  

線がHI抗体吼点線か種和抗体個々示したものである。蟹ワクチ／譲種後2頭とも、し1・ずれ  

も、HI抗体㈲・ま1：20に、蜘和紙御和也1が1■；49L Fや2か1；55に上昇がふとめ  

られた。攻婆時の⊥抗体価ほ血lで†まHIは1：20、由祁は1；20であったが、ト！〇．2では  

HI抗体吼印中継価ともKく1；10であった。  

（2）生ワクチ／（S－）株1通ずつ軍4過欄柑孝種後の抗体産生と二2由接種後3朋   

攻撃把よる感刻防禦試験ここの試庚ほ生ウクチ／を4卸拐痛で17通ずつ2血耳磯部皮下   

K讃種した後、3過日妃野外床で攻撃して、ウ1ル云血症阻止の効果な調べたものである。   

生ワクチンの凄撼、攻撃接種の材料と方法及びウイルチ証明の方法は、前と同じである。   

ウ1ルス血症出現の有無、体温上昇、抗体価の消長を示すと表5、遥3及び剋4のとおりで   

ある。表5のように生ワ・クチノ倭積弊では！」11、咄．2の豚ともウイルス血走の出現はみとあ   

■られなかったれ何時に攻謹撰緒された無処置対風戎では、5計間ウイルス血症の出≡覗かみ   

とめられ7も体温の上昇も生ワクて／捷径群J－2頒ではみとめられなかったが、無処置対照   

豚では3日巨、4日巨付こ39．8℃の上昇がみとめられ‰抗体価は生ワクチン1垣i接種後、   

HI抗体価の上昇かふとめられたのは2頭関1頭で（1三10）であった。中対抗体嘩は2   

頭が1；14と1：25であった。第2回生ワクチン接種後1適良ではH工抗体価は1：40   

と1言80で、利和抗体確はl；56と1；ノ16であった。また攻塔時のHI抗体鹿はl  

：10と1；40でめり、由ノ和抗体価は1：25と1ご17であった。   



表 5  日胞生ワクチン2岨接種後の感染防禦  

生ワクチン  ＝；柑 ほ ■‾  ウ イ ルス血症出現  
詳  攻撃後日 数  

（S一株）酪懲   （A86）攻撃  2   3   4   5   6  7   

4．潮間禰SU  3過て安  

一弾  
nれ1  l如いずつ・2回  SU177と且  

（107′rU川50）   （104▲5でUID50）  

巾2  

Sし】17花止  
嶺処置対：照琢  

（10？・5TUID50）   
＋   

＋   

＋   ＋  ＋  

料上lま3過†ウス、下は哺乳マウスにより、ウイルス証明  

詞 3  生ワクチン4；適間腐2榔項穏、＝度塵後3j酎］攻健勝忙おける体温の変化  

4  2  1  0  1 2  3  4  5  6  ワ  8  g lO ll  

攻 撃 後 日 数   



（中細抗哺  

ー・・・・・・・・・－→ －＼11 1   

0－＿。仲1 2   

半＿＿ズ 対 照  

血 6）  
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首 ユ   ニl↓ 5t） 7 弓 ？〔）l】 ユ2‘L3  

接 種 後（週）   



（3）生ワクチ／（ヌー）條17抑止ずつ4過ぎミ罰編で2朴摂種し、その抗体贋生と、2軋菜種後5   

通日攻鱒における感染防禦就農；この武儀は生ワクチン17〝止を4週間瞞2i訃接種し、芦回   

倭替後早通呂にノ匁S－6嫌で攻撃して、ウイルス血症軌ヒの劾乗を調べたものである○ ウイ   

ルス血症出現の寧払体温及び試頒朗膵ロの抗体億の哨兵せ示すと、菜6、屈5及び図6の   

とおりである。生ワクチン感循、ウイルス証明の方法・丑前と同じであるが、攻撃桔のウイ′祓   

燈ほ105・5でUID50であった0衷6の如く生ワク接禦掛8・3、㌣－・4、り15でけ3漂と   

も、いすれも、ウイルス血症の出現かんとめり倉しなかったが、同時に攻撃‡変種された撫哩慣   

対照豚では5f］聞ウイルス血症Jヽ党規かふとめられた。体温の上昇も、生ワクチン教場帝3   

頭で化みとめられなかったか、無処置対照腰のトね7でほ攻寒後2、3、4、5、7日垣K   

39．8～40℃の上昇かみとめられた。抗体価の掛舟丈、：蓄＝童亘【生ワクチン掛一室漁ぎ子王統庫   

価の上昇がみとめられたのは、ご！5のユ讃（1…・2机‥mみであったが、由利杭梼価でほ3  

翁とも、1三 85、1；33、1三22と上昇がみとめられた。  

弟2Jど』の生ワク綾経では3薫いずれの膿も上昇かみとめられ、tlI抗体簡は2頒か1ニ10  

に、l頭か1…80であ（た。中′紺抗体価′エ1三20、と1：8 5及び1：125であった。   

また攻壊後産時の抗体価まHI抗体偲が1寝汗丸1三1pで飽い2班ほ く1ニ10であった。   

口割抗体僑は3頭とも く1；10というように快い抗体価であったか，衣6一ハようにこれ   

らの試厳探ほ、いすれも、ウイルス血症の潟止かみとめられた。  

哀 6   日腹÷巨ワクナ／2r‡ごヨ主産透校の感染防禦  

隻ワクチ／ 野 外鎌  ウ イ ルス 血症 出現  
辞  攻孝後 日 滋  

（S一株）葦↑J塵 （A56）攻攣  2   3   1   5   6   7   

4週間満SU  5掛後  

Nq3  1かl止ずつ21包  SUl〝J皿  

（107でUID5t）〉（105・5・rU‡D与し））  

V2  l了江4  

卜止5  

SUl訊且  ＋   十   ＋   ＋  

無処鑑馴買   
（105・5TUID50）    十   ＋   ＋   

穀上は3月丑マウス、－Fは哺乳マウス陀より、ウイルス証明  

－1（15－   



詔 5  生ワクチン4週間隔2句接種、接椎後5週目攻茎豚忙おける休漁の変化  

囲 6  日摘生ワクチン2也援穏後における抗体価の消長   
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7  8  日 1（）】112 二ほ  

枠 種 後 （丈閂）  

4．ま と め  

5～8月偶の撫航路の疲を用いて、農林省家衛試開発の生ワクチ／（S－）條を、耳横都皮  

7. O 下佗1m・止（1qTUID50）ずつ1－2回接種した俊、3へ7過日に野外新鮮分灘  

（A8－6）凍の10′l・5～10 5. 5 
（TUID50）な、耳硯都度下妃攻撃接補し、攻堵磯   

7即苛採血して、ウイルス血産出硯の有頼を、哺乳マウス及び3j手堅マウスの肋州各藩により調   

べ、さらに過1垣t採血して血清7セト／処埋（予研）法忙よりHI抗体簡を鵡胎児拙鞄を用い  

て50啄ブラック成少法により由祁杭†頑な測定しに．えられた成績はつぎのとおりである。  

回 S‾株1也避煙紋3過日に攻聾した豚でほ、ウイル■ス血症（てみとめられず、攻肇時のHI   

抗体Ⅷ、由祁抗体■掛ま1：10とl：19であつに。また接佗後7週月陀攻拳した應でⅥウ   

ィルス血症か4即苛ふとわられ、攻肇時の抗面酢用Ⅰ、佃洲とも把くl：10であった。   



7週目に攻撃した麻でlま攻撃後2日冒に体温の上昇かみとめられた。  

（ロ）s一旗な一1週間覇で2†瓢蟹覆し、葬巨2■句境揺後3週目把、攻撃した豚では、ウイルス血症   

はみとめられす、攻貌時の抗倦価はHIが1：10、と1：40で、由和が1岩25と＿1：  

17でムった。■また体胤の上昇は2諷ともみられなかった。  

レ」s－沫を4週間隔で2恒】接種後5ま垂目に夜寒した原ではウイノレス血症はみとめられず、攻   

撃時の抗体価はHlがL；10と く1三10であり、中和は く1：10セあった。   

また体温の」二昇ほ3碩ともみられなかっ7ヒ，  

tニ）対照として用意しに無処鮭腰2脚射司時匿ノ、5「6珠で、攻渡し長ところiいずれも5日   

儲ウイ′レス血症かみとめられ、休漁の上昇がみられた。   

以上ノ、成強から、隻フクチ／（S－）倣を威に凄揺すろことにより、軌偶の感染防禦が、と   

くにヰ三野謁晴で2娃｝ト埠㌻ヨ宣すろこと托より、2カ月l領有勅であることな知った。また近い将来、  

カーブターヒトの感紬路な、たち切って、ヒトの日脳予防を、ブタの段慣で行うという行政  

上の要求に答えるため把は、≡ウ外株の攻撃接頂から、今後さらに、生ワク接種牒を日臓の自然  

流行下に飼育して、感染防弾の可能性を検討Lて、野外応用への基礎資料としたい。   

なお、この成韻の租莞要は鶉69切口太獣医学会に報告した。  

おわりに臨み、水臭検の機会な与えて頂いた衆林省家覇試の渡辺守松先生、宮川場長並び   

に、実損忙当り、得々額‡便宜を計りて頂いた日生研、官女猛、竹原孝一両先生把深謝いたし  

ます。   
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